












































































これらの事例としては、 1)抗生物質の投薬要求、 2)宗教上の理由による輸血拒否、 3)脳




して事例を用いたアフ。ローチで期待される効果や意義について見て行こう。また、 3)と 5) 
の事例については統計結果も交えて考察する。
I 事例と設問による倫理演習の意義



























































































































































































































































































































看護学生 (N=71) 90% 3 7 
一般学生 (Nニ61) 77 21 2 
**看護学生と一般学生間で有意差あり (x2検定;P <0.05) 
[問B】ヒトが人間・人格と認められる時期
①看護学生 (Nニ66) ②一般学生 (Nニ59)
①受精した時 20% 19 
②着床時 12 2 
③器官形成開始 5 8 
④-C.、拍動開始 24 22 
⑤大脳皮質の形成 14 10 
⑥胎動感じた時 9 8 
⑦出生時 9 24 
⑧生後7日 O 。
⑨その他 8 7 
* *看護学生と一般学生間で有意差ありは 2検定;P <0.05) 




































こうしたパーソン論に基づいた倫理を QOL(Quality of Life)倫理、または「生命の質J

































































































(なお、本稿は、平成10年度、仰教大学個人特別研究の成果の一部である o ) 
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